
県立自然史博物館の早期建設のための

私たちの者える自然史博物館の機能と規模

自然博ネツト事務局

第 3回理事会で,私たちの者える県立自然史博物館について理事会での共通認識をもつため|こ短

い8き間ですが話し合いをもちました。その内容を具体的に要約したものを提案します。施設の規模

については北九州市立いのちのたび博物館 (自然史・歴史博物館)程度のものです。

1県立自然史博物館の目的と機能

静岡県の豊な自然の現在を知り、未来にどの

ように生かす0を 県民ととも |こ 考える場とし

ての自然史博物館を目指します。そのために、

展示施設としての博物館だけではな<、 研究と

収蔵を優先し、加えて交流と教育普及の機能を

伴わせます。県内における絶滅や消失してしま

う種の標本の保存はもちろん、自然の現状を調

査研究し、県民とともにそれを生かし、後継者

を育てることが現在の自然史博物館の最重要

課題です。

2県立自然史博物館の機能と業務

現在静岡県の自然については、自然の実態で

ある動植物の分布や生態系について自然環境

の現状把握と基礎研究が組織的に行われてい

ません。したがつて、県内の自然環境の現状把

握調査を組織的に順駅行う必要があります。こ

の活動は県内の自然研究会や地域の自然愛好

家などの協力を得て行い、後継者育成もその目

的 |こ含めます。また、散逸の危惧される標本保

存も継続しますが、現状把握調査で収集された

標本保存も積極的に基礎資料として保存を行

います。

この活動を通 じて県内の自然研究会や地域

の自然愛好家との交流を積極的にはかり、交流

会や観察会、展示会などを通じて普及教育活動

を展開します。

3施設の規模と機能

前述した博物館の目的と機能から、研究と収

蔵機能を優先し、交流と教育普及の場も設けま

す。規模としては、とりあえず全体で 12,000m2

程度の延床面積を希望します。当初は大規模な

展示場は必ずしも必要ではありませんが、3,000

m2の展示スベースを含めています。なお、展示

については移動特別展などで、県内のサテライ

ト施設を利用することも可能です。設置場所に

ついては、県民の利便および周囲を自然観察地

として利用することを考慮すると、中部地区の

有度山山麓が最適地として考えられます。

規模 空間の大きさ

研究スペース

管理スペース

父流スベース

教育スペース

展示スペース

収蔵スベース

合計 12,000 rn2

4.職員の人数と役割

博物館の目的と機能なら、各分野の専任の研

究者を多数採用し、また専任の収蔵1情報管理者

および教育普及担当者も採用します。これら専

任職員の補佐として嘱託職員を常勤または非

常勤で配置して業務を行います。

研究者は地学 (化石 口岩石 )、 動物 (昆虫・

無脊椎・脊椎)植物 (維管束・その他 )、 その

他 (地形・環境・生態系など)の分野をカバー

できるようにします。

2,000 rn2

1,500 rn2

500m2
1,000 rn2

3,000m2

4,000 rn2

研究者

収蔵情報管理者

教育普及担当者

20名

5名

5名

事務職および嘱託職員は別

5開設準備室の早期立ち上げ

博物館の企画と建設には 5～6年を要すため、

学芸員や専門スタツフを早急に配置し、一亥」も

早<「自然史博物館設立準備室」または「仮称

自然史研究センター」を県が立ち上げて、建設

に向けて進んでもらいたいと思います。



総会記念講演

スイスの川の近自然化

一チューリツヒ州の川づ<り をまなぶ一 (その 2)

板井 隆彦

前号では、18年度自然史博 NET総会での講

演の前半部の日本における多自然型川づ<り
の不満から、最初のスイス・ドイツの研修に至

るまでをのべました。その続きです。

2回目の研修は、スイスと<にチューリツヒ
llllの河川を中ノらに、①近自然化の目標、②環境

保全への国民の関与、③河川底生生物からみた

近自然化の実現度の評価を課題として取 り組

みました。

スイスは九州程度の広さの国土をもち、人□

は愛知県程度しかありません。石灰岩が地質と

して卓越する山国で、湖沼や丘陵・平地に氷河

地形が多<見られます。国の南面・東面にアル

プスがそびえ、国上の 2/3はそこに源を発す

るライン川の流域となつています。この国は古

<か ら人々が往来し、ライン川がその通路とな

つていました。国土の開発は進み、森林は 30%
しか残されませんでした (日 本は 60%)。 この

ため現在この国では森林の保全が義務づけら

れ、山地や丘陵の頂部は森林として保全され、

その麓に開かれた牧場や耕地もよ<緑で被わ

れています。

ところで、この国は 26の州からなる連邦国

家ですが、国の政治は直接民主制をとつており、

国民はイニシアテイヴ (国民提案制度)と しフ

アレンダム (国民投票制度)により政治に関与

します。連邦政府の憲法は先行して改正された

ベルン州の環境憲法に準 じた環境保全の立場

にならつて制定され、「生物 (Kreatur)に 対す

る責任の下でそれと共生する共同体の形成」、

「将来世代の環境権」、「環境保全に対しては国

民の基本権さえ保留」などが定められ、国民の

環境に対する関心は日本とは比べものになり

ません。

スイスはすでに述べましたように歴史の古

い国で、水源としてあるいは交通路として利用

された関係上、ほとんどの川は古<か ら改修を

受けています。さらに近代では農地開発のため、

現代では工業化に伴つて河川整備が実施され

てきました。と<に 1960年代には工業化の進

行によつて、河川の多<が排水路となりました。

汚水の流入で川が汚れ、湖も汚れて魚は住まな

<なり、上水や水浴にも困るようになつたそう

です。

1970年代に入り、国の施策が環境重視へと転

換し、まず河川や湖沼の水質浄化への取り組み

が始まりました。都市・農村―律に高度な処理

を行う下水道を整備しました。現在この国では

下水道はチューリツヒ州では 100%、 国全体で

も 97%整備されています。こうして川や湖の水

が清らかさを取り戻すと、より優れた自然の回

復を住民が望ぬようになりました。

このような背景のもとチューリツヒ州建設

局のクリステイアン グルデイー技師らにより、

古<改修されて直線的で石に囲まれ無機的だ

つた川を、蛇行させ、石をはいで土を表させて

生きものが豊かに住ぬ、より「自然に近づける」

ための再改修が始められたのです。「近自然河

川工法」とよばれるこの手法による川の近自然

化は、小河川から大河川へと、また町から農村
へと広がり、やがてこの手法は河川にとどまら

ず道路なら街づ<り に至まで広がつていった

のです。

スイス チューリツヒ州における河川の近自

然化のい<つかの事夕」を紹介しましよう。まず

大川ですが、丁∪hrり ‖ではライン川合流部近<の
下流域に常習的な水害被害があり、総合的な治

水対策事業の一環として近自然化が行われま

した。Andenngen村 付近では水衝部の石積み

を廃し、林を保全 してその倒本を護岸とし、

GuJghausen村 では川幅を広げ、水衝部は古い

コンクリートの護岸を廃 して土堤としてそこ

に空石積みの水制を配置したのです (写真 1)。

これらの工法の安全性は 2005年 8月の大出水

でもほとんど無傷であつたことで確かめられ

ました。

チューリツヒ湖西岸に沿つてながれ、チュー

リツヒ市街地にはいる Shrり |は 中規模の川で、



写真l Gutighausen村 付近の Tuhrり ll。 川幅を広げ蛇

行水衝部の古いコンクリー ト護岸 (上 )を とり、土堤

として蛇行部に小さいながら淵が形成するように空

石積みの水制を配置 (下 )。

この川でも多<の近自然化の事業が展開され

ています。私はこの川では 3個所について底生

動物を調べることによつて近自然化の結果を

評価してみました。市街地におけるどちらかと

いえば親水的な改修、中流における蛇行形成ま

で行つた近自然化、その中間における道路事業

のミチゲーシ∃ンとしての川の近自然化のう

ち、底生動物の生息状況から見れば最後のもの

が、まだ未完成ながら最も優れているように思

いました (写真 2)。

小河川はチユーリツヒ市郊外の多数の小河川

も含めいろいろ見ましたが、ゲルデイー技師ら

が取り組んだ Ne■enbach村のネフバツハ川や

その上流のクレーブスバツハ川でも河川景観

におけるダイナミクスの回復度を見るほか、底

生動物を調べて近自然化の達成度を評価しま

した。ゲルデイー技師らに近自然化されたやや

古い区間は、底生動物の生息の点では未改修区

間との違いがほとんどな<、 それは実はほぼ予

想通りだつたのですが、2004年に近自然化され

たクレーブスバツハ川の区間はご<自 然的な

蛇行が川のダイナミクスによつて形成されて

おり、改修後わずか 1年しか経過していない|こ

写真 2 Sihlり ‖のAIlmend地 区では両岸の石組み護岸

をとつて川を近自然化。

写真 3 Chrebsbachは 1970年 代に農地改良のため掘

り下げられてできた水路で、3面 に石組み護岸がある。

川は自然的に蛇行を形成した。

もかかわらず、底生動物は古い近自然化区間よ

りも多様だつたのです (写真 3)。

私がこの研修で学んだのは、川の近自然化に

おいては、蛇行を形成するような川のダイナミ

クスを重視し、その回復をはかり、それによつ

て瀬と淵が形成されることが最も重要だ、とい

うことです。先進的なスイスの近自然化も当初

は蛇行がほとんど回復されない形式的なもの

でしたが、近年は、このダイナミクスの回復を

重視する方向へ向なつています。この方向こそ

日本の川づ<り でこれから求められるものと

いえるでしよう。

《



2006年

ミニ博物館『静岡の自然』報告

横山 謙二

平成 18年 8月 21日 から 8月 27日 までの 7

日間、静岡市清水区庵原分庁舎にてミニ博物館

『静岡の自然』を開催しました。前回、平成 17

年度のミニ博物館では、事業室移転をしてきた

ばかりで、十分な広報活動もできず、来館者数

もわずか 130人という残念な結果でしたので、

今年こそは、多<の市民の方々に来ていただこ

うと準備してきました。

準備は、5月からはじめ、展示計画、広報活

動をしながら、展示に使う材料や標本の収集を

行いました。展示した植物標本は、昼休みを利

用し会場内の雑草を収集したものです。標本作

成コーナーで使う昆虫や哺茅し類のウンチも 7月

の始めから収集してきました。

広報活動は、静岡県教育委員会と静岡市教育

委員会の後援をいただき、静岡市内の小中学校

にポスターを配布しました。また会場近<の辻

小学校、第一中学校には、生徒の人数分のチラ

シを配布しました。また、辻公民館にもポスタ
ーを配布しました。また、静岡新聞にミニ博物

館で展示する標本紹介を4回の連載していただ

きました。この連載は、実は 5回を予定してい

ましたが、小泉首相の靖国神社参拝の報道で、

4回の連載になつてしまいました。思わめ、靖

国問題の影響が……笑い。

展示内容は、身近な自然をメインテーマとし、

パネル展示や昆虫・植物・化石などの実物標本

の展示を行いました。また、化石発掘体験コー

ナー、顕微鏡観察コーナー、標本作成コーナー、

しプリカ作成コーナーなど子供たちが体験 し

学べるコーナーを充実させました。また、26日

(土)には観察会『街の化石』、27日 (日 )に

ミニ博物館の展示 顕微鏡での微化石や蝶の観察

巴川の生物の展示 議員さんたちも見学 して懇談



街の化石見学で ドコモショップの柱の化石で説明 興津川での自然観察会 どんな生き物がいたかな

は興津川の自然観察会を行いました。人気展示

物は、受付近<の世界の昆虫と巴川の魚の展示

でした。また、体験コーナーは、子供たちに人

気で、中には 3日 間通つて、すべての体験コー

ナーをじつ<り楽しんだ子供もいました。

来館者数は、7日 間で 244名、26日観察会『街

の化石』の参力□者は 11名、27日の黒川の自然

観察会の参力0者 は 22名 でした。来館者数で言

えば、去年より 100名ほど上回りますが、準備

に費やされた月日は去年の 2倍の 4ケ月間の努

力を考えると少ない来館者数だつたと思いま

す。来館者は、静岡市の方が大半をしめ、伊東

南、裾野市、浜松市などからも来ていただきま

した。ミニ博後半の 26日 には、県会議員の佐

野愛子さんが、27日 には衆議院議員の上川陽子

さんと県会議員の天野 ―さんが来館され、

我々の活動の目的や自然史博物館を設立推進

について話す機会をもてました。また、何度も

来て下さろ来館者の方や平成 16年度、平成 17

年度のミニ博に来て<れた方もいました。こう

した来館者の方々からは、来年もここでミニ博

を開催 して欲 しいという要望やまた春にも開

催して欲しいという要望がありました。開催期

間中、自然博ネツトの会員になつて<れた来館

者もいました。NPO法人になリミニ博物館を開

催するのは今年で 3回日、来館者数は少ないで

すが、確実に県立自然史博物館設立を要望する

人や将来県立自然史博物館ができたときに通

つて<れ るリピーターの数が増えてきている

ようです。

これからも、県立自然史博物館が設立するま

で、静岡県の守り残すべき自然を多<の人に知

つてもらい、自然史博物館の必要ll■をうつたえ

る場の一つとしてミニ博物館を続 |す ていきた

いと思います。

第 11回 リバーんネッサンス 2006 のお知らせ

静岡市麻機遊水地や巴川をきれいにする事を目的 |こ 、毎年開催されています。清掃活動や自然

観察会、本工教室など、楽しいイベントが目白押しです。当 NPOも後援しています。ぜひ、ご

家族で参加して<ださい。

平成 18年 11月 19日 (日 )90守～14時 30分まで

静岡市郊外 麻機遊水地 中央サツカー広場

水筒、弁当、雨具、観察用具 (双眼鏡など)

小雨決行

周辺清掃、麻機自然博物館、自然観察会、バードウォツチング、凧作り、木工教室、

エコ紙芝居など (参加費 :無料)
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申込み :必要ありません。直接現地ヘ httpi//、
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静倒具②昆■ (」 クリ

シブミチ∃ウ科の―種で、ミヤマというのは深い山という意味ですが、実際にそれほど深い山に

すんでいるわけではありません。開張は28mmぐらいで、道ばたに見られるヤマトシブミよりもい

<らが大型。♂の表面は青紫色に美し<輝きますが、♀の表面は暗褐色で後翅 (羽)に数個のオレ
ンブ斑があります。裏面の地色はわずかに褐色を帯びた白色で、前翅から後翅にかけて太いォレン
ブ色の縁どりのあるのが特徴です。

この蝶は中部∃―ロツパからシベリアや日本を含ぬ極東ロシアまで広<分布していますが、日本国
内では分布が狭<限られ、おもに本州中部の河川沿いに生息しています。近年環境の変化のために
多<の生息地が絶滅し、環境省の RDBでは絶滅危1具種‖類に、静岡県版 RDBでは準絶滅危惧種と
されています。

静岡県下では、現在安倍川、大井りlk天竜川などの大河川の河原や堤防などに生息し、中小の河
川では興津川流域のみに見ることができます。1950年ごろまで富士川下流の堤防にも見られまし
たが、ここでは 4960年代に絶減したようです。

これらとは別タイフ
゜
の生息地として、富士山麓の人山れきの多い “火山荒原"があり、富士宮市

の大沢扇状地とその周辺、御殿場市の陸上自衛隊東富士演習場、山梨県側では同北富士演習場な
どに生息しています。

この蝶の生息地はマメ科植物の小低木コマツナギの多い河原やそれに隣接する堤防や火山れき原
などで、その幼虫はコマツナギの葉や花を食べて育ちます。

大井川中流などの河原では、成虫は 5月後半から10月末ごろにかけて見られ、年に4回ぐらい
世代を<りかえします。最後の世代から生まれた卵は、そのまま冬を越して、翌年の春コマツナギ
の芽吹きとともにJ曙化してその若葉を食べ始めます。

幼虫は背中から蜜を出し、それにクロヤマアリやクロオオアリなどが集まつて蜜をなめます。こ
れらのアリ類は幼虫を攻撃しようとする寄生バェなどの天敵を追い払います。
この蝶の生息地はそのまま放置されると、クズなどに被われて失われることが多いので、現在静

岡市では “アドプト0フ゜
ログラム"により草刈りをして、生息地を保全する事業を続けています。

このような蝶を守るには人の力による自然への働きかけが必要なのです。
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今から400万年～100万年前に海底に堆積したよ圭卜川層群には、白色の人山灰層びしばじばはさまれ

ています。上の写真は掛り|1市東平尾の道路沿いに見られる五百斎 (いあずみ)火山灰層の露頭 (地層

が見られる崖)です。この人山灰層は、推卜川市満水から桶田、中内田、東平尾、稲荷部、岩滑、菊川

市大石、河東まで連続して見られ、白色から灰白色の細粒火山灰層と粗粒火山灰層が交互に重なつて

います。中内田から南ではその上に軽石が含まれるとても粗い火山灰層が重なり、地層の厚さも 15m

と倍になります。人山灰はほとんどが大山ガラスからなり、少量の長石、石英、黒雲母、角閃石が含

まれ、その成分と上下の人山灰層の特徴から新潟県の中永白色火山灰層と同じものとされ、推定年代

イ直が 220万年とされています。

人山灰は人山がlla火 したときに上空に吹き上|ずられた細かな火山砕屑物で、落下して陸地や海底に

堆積したものです。一回の人山ll■人でll■出した溶岩や人山砕屑物はすべて同じ成分で、別の噴火活動

の噴出物とは区別できます。したがつて、同じ火山灰層が離れた場所で発見されると、それをはさぬ

地層は同じ0寺代に堆積したことがわかります。掛り|1層群のように砂層や泥層などの同じような岩相の

地層では、地層の順番がわかりに<いため|こ、他と区別できる人山灰層が連続することは地層の上下

を矢□るのに役立ち、「鍵層」と呼ばれます。

五百斎火山灰層のように厚い人山灰層を堆積させたような火山ll■人が起こつたとすると、陸地のず

べてが厚い人山灰層に埋まつて、植生が絶え山地が荒廃して大規模な山地崩壊や大洪水が起こつたと

考えられます。五百斎火山灰層の上部の粗い人山灰層は地すべり堆積層と考えられ、その上位に連続

する粗い砂の地層とあわせ、大量降灰とそれにひきつづ<大洪水の結果を記録していると思われます。

右は、東名高速推り||イ ンターの西イ貝」の造成

地の露頭の写真で、3層の厚さの薄い火山灰

層が見られました。私たちが調べた結果、掛

川層群|こ は150層以上の人山灰層がはさまれ

ているのがわかりましたが、地層が見られる

露頭が残されていないために、発見された人

山灰層の半分以上は現在見ることができませ

ん。人山灰層は地層の鍵となる重要なもので

あるため、その露頭または標本の保存も今後

課題となると闇われます。
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自然観察会の報告

富士山五合目「お中道、宝永火□自然観察会」

足立 京子

宝永火ロ 森林限界付近

アマツパメの群れを観察

7月 23日 (日 )静岡駅南□から乗用車 5台、

20人で富士山に向かいました。数日前から不安

定な天候で、雨に備えてマイクロバスをキヤン

セルしての決行でした。幸なことに雨ではな<
曇り空。国道 1号線の途中で富士山の頂上が情

れているのが見えました。なんて運の良いこと

でしょう。富士山に近づ<とどんどん雲が増え

て、霧の中を走りました。新五合目の駐車場に

着<と強風が雲を飛ばして<れていました。現

地に集合した 5人と合流しました。今回は SBS

テレビの取材の方、3人も駐車場から同行しま

した。28人で宝永火□を目指し出発です。

今日の講師は、植物は杉野孝雄さん。鳥は三

宅隆さん。蝶は、高橋真弓さんと諏訪哲夫さん。

地質は、横山謙二さんです。

歩き初めは、カラマツとラベの合間にトウヒ、

ミヤマヤナギ、ミヤマハンノキが見られ、それ

ら樹木の下に平地では見たことが無い小さ<
赤いイタドリやオンタデ、ミヤマハンシヨウツ

゛

ル、フブハタザオ、フブアカシ∃ウマ、ツルキ

ンバイ、タカネイバラ、ムラサキモメンツ
゛
ル、

イワオウギ、タカネグンナイフウロ、コイチヤ

クソウ、べニバナイチヤクソウ、ハナヒリノキ、

コケモモ、ヤマホタルブクロ、ミヤマオトコ∃

モギ、ヤハズトウヒレン、ミヤマアキノキリン

ソウ、クルマユリ、マイズルソウなど意外と多

<の植物が見られました。高橋真弓さんがフブ

ハタザオに産み付けられたェゾスブグロシロ

チ∃ウの卵を見つけました。出迎えて<れた鳥

は、ウダイス、キクイタダキ、ルリビタキでし

た。

登つてい<と だんだんカラマツの背が低<
なり、植物も単調になつていきました。タヒバ

リが見られました。視界が開けて<るとアマツ

バメが悠々と飛んでいる姿を見せて<れまし

た。

もうすぐ宝永火□。さらにカラマツの背が低

<なり、左に曲がると宝永山がそびえていまし

9
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た。これぞ自然の芸術という感じ。大き<えぐ

られた赤つぽい山肌。ものすごい強風。そこを

飛6アマツバメはより美し<見えました。ここ

で昼食を兼ねた休憩です。ここでは、ビンスイ

が見られました。道端にコタヌキランを見つけ

ました。その他の植物はより背の低いカラマツ

とオンタデ、イタドリ、イワオウギ<らいでし

た。中でもオンタデの力強さに驚きました。急

な砂利の斜面にポツポツと根を張り立派に花

を咲かせていました。

その後、一気に六合目に向かいました。途中

でカヤクグ リとビンズイを見ることが出来ま

した。六合目には噂には聞いていたエコトイレ

がありました。1回 200円。少な<とも 2人は

利用しました。利用した人に感想を聞<と『す

つきりしました。』一言でした。この辺りで濃

い霧に包まれ、急いで下山しました。

残念なことに蝶は、飛んで<れませんでした。

諏訪さんと高橋先生の提案で富士宮市の大沢

という蝶がた<さ んいるところへ行<ことに

なりました。どんな蝶が飛んでいるのか? ワ

クワク向かいました。先頭車両は諏訪さん。蝶

のもとへ急ぐ気持ちが伝わる運転に後続の車

は、追いつ<のに必死でした。着いてみると、

知らなければ絶対に入り込めないような草の

茂みが少し切れた所が入□でした。ここで雨が

降つてきました。入つてみると少し広場があり、

ネムノキが花を咲かせていました。その下あた

りにブヤノメチョウが飛んでいました。奥に進

んでい<と道は狭<な リホソバセセリが数頭

飛んでいました。ナナフシもいました。蝶は 3

種でした。昔はた<さんいたそうです。帰り道、

ササゴイのコロニーがあるとの情報の元に清

水区の清見潟公園に寄りました。ササゴイは 5

羽。コロニーがある本の下に薄緑色の卵の殻が

数個落ちていました。

一日でた<さ んの生物の観察会が出来るの

は、自然博ネツトの一番いいところではないで

しようか。スパシヤルな一日でした。

8月 1日、SBSテレビ『テレビタ刊』で宝永

火□観察会の様子は放映されました。

本年度、静岡県のみなさんに広<私たちの活動を知つていただき、

会員を増やして活動を支援していただこうということで活動を行つて

きましたが、おかげさまで今年度これまでになんと、132名の方が新

入会されました。そのうち正会員は 91名、サポート会員は40名、賛

助会員が 1名です。これまでの会員とあわせて合計で 272の個人と団

体会員になります (正会員 209名、サポート会員 42名、団体会員 20、

賛助会員 1名 )。

本年度の会費納入が未納の方は、あ早めにお願いします。今年度か

ら正会員ではその年度の 10月末まで|こ 、サポート会員では 6月末ま

でに会費が納入されていない場合には、「自然史しずおか」の発送を停

止させていただきます。

未納の方には会費未納の場合は催促状もお送りします。今年度に会

費をすでに納入された方の中には、昨年度未納だつた方があられ、会

計上はそれは昨年度分として処理していますので、今年度分の請求が

あると思います。そのような方には申し訳ありませんが、会費納入に

ついてご確認いただき、今年度会費の納入をお願いいたします。

会費未納の方には振替用紙を同封しております。また、「自然史しず

おか」の発送封筒のタツクシールに会費納入年度が記載されていますので、

郵便振替□座 00860-8-56970  カ0入者名 自然博ネツト

会員動向と会目納入について

3000円   サポート会員   2000円
5000円   賛助会員 1□  10000円

正会員

団体会員
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静岡県の三角点 (8)

南アルプス南縁の一等三角点
輿石 邦昭

南アルプスは、長野、山梨、静岡の 3県に

またがろ一大山脈で、静岡県内では日本第 4

の高峰、間ノ岳 (3,189m)か ら南方に末広が

りに連なろ山系を形成している。東縁の白根

山脈は山伏 (やんぶし、2,014m)で分岐して、

一方は大井川左岸 |こ 沿つて志太平野に、もう

一方は安倍峠から十枚山 (1,726m)を 経て安

倍川左岸沿いに竜爪山地から静岡平野に至ろ。

西縁の赤石山脈は光岳 (2,591m)付 近で分岐

し、中央構造線沿いに湖西連峰と寸叉川、大

井川沿いに八高山山地につながる。一等三角

点は南アルプス南縁 |こ 位置する竜爪山地の文

殊岳 (1,04η m)と八高山地の八高山 (832m)

にある (図 1)。

文殊岳は薬師岳と共に双耳峰を成す竜爪山

の一峰である。静岡駅の北万 12kmに 位置し、

山頂へは国道 1号線中之郷交差点から県道

201号 (通称、竜爪街道)を北上し、平山バ

ス停先約 3kmの穂積神社鳥居より登りはじ

める。長尾川沿いの登山道 |こ は約 1,000万年

前の静岡層群の砂泥互層および砂岩層が露出

する。約 60分で穂積神社に至る。スギの巨

本の間を抜けて鉄製の階段を急登すると稜線

上にでろ。そこから左万へ 100mほど行けば

薬師岳 (1,051m)の 頂上 |こ 至ろ。ここまでは

穂積神社から 60分ほどである。鉄製の階段

付近は約 1,500万年前の竜爪層群の人成岩が

静岡層群と南北方向の断層線で接し、この断

層線は登山道を横切つている。薬師岳から約 15

分、植林帯を下つて自然林の中を登り返せば、

竜爪山一等三角点の標石 (図 2)が埋設されて

いる山頂にでる。山頂からは、駿河湾、今なお

隆起している有度山と静岡平野が―望でき、沖

積平野に浮なる谷津山や八幡山が島のように

見える。穂積神社に戻つて西里方面へ林道を 50

分ほど下ると、竜爪層群と静岡層群を境する断

層の露頭を見ることができる。

八高山は大井川鉄道、福用駅の西北西約 3km

に位置する。福用駅が登山□で、スギとヒノキ

の生えた尾根を 90分ほどで 4林道の交差点で

10km
中

図 1南アルプス南縁の一等三角点

竜爪山 (左 )、 八高山 (

ある馬王平にでる。さらにスギ林を約 40分で

白光神社に着き、山頂まではここから 10分で

ある。山頂からは、南アルプスや富士山まで眺

望でき、眼下lc~は 大井川の鵜山の七曲り、古大

井川の曲流跡が一日できる。南方の小笠山丘陵

も美しい。帰路、家山の河跡湖である「野守の

池」ではイ貝l方侵食による急崖や古大井川の曲流

が切断されて残された天王山台地が眺められ、

福用駅の南の龍門の谷では約 7,000万年前の砂

泥互層の横臥櫂曲 (県指定天然記念物)を見ろ

こともできる。

il八高山▲

右 )

Yl.■



故稲葉

コレクシヨン紹介 (6)

茂氏の蝶類標本

諏訪 哲夫

県庁の土木畑の職員であつた稲葉茂氏 は

1982年退職後、建設会社に再就職されたが 5

年後の 1987年 8月逝去された。享年 60歳の若

さであつた。

氏は学生時代に蝶の採集を始め、標本を所有

していたが、その後仕事の多忙さなどから蝶の

採集は中断し、標本も失われてしまつた。県庁

の土本部に蝶の好きな職員が 2名いたこともあ

って、1970年代のはじめごろから再び蝶の採集

をはじめた。県内各地はもとより、山梨県、長

野県、沖縄などに頻繁に採集に出かけ、ついに

はネバール、マレーシアまでも足を伸ばした。

この間にい<つかの貴重な記録を発見し、静岡

昆虫同好会の会誌に発表している。その中で特

筆すべき記録は、分布しているとは当時誰も者

えていなかつた富士山本体からのスギタニル

リシブミの発見や、今までに本県で 10頭は採

集されたことのない極めて稀なブョウザンミ

ドリシブミを富士山の西麓で発見したことな

どである。また、ご自身では採集に出かけるの

は困難な外国の地域の種については購入する

ことによつてコレクシ∃ンを増やしていつた。

中国奥地の極めて珍しいウスバシロチ ョウの

仲間やニユーギニアの高地に生患する大き<
て大変美しい トリバネチ ヨウの仲間などであ

る。これらの蝶は本物を身近で見ることは困難

なものばかりである。所蔵しておられた標本は

ドイツ箱で 100余箱、国内産約 3300頭、外国

産約 2000頭であつた。

これらの貴重な標本が散逸、あるいは消滅し

てしまうことは誠に忍びないことであつたの

で、前述の職員の内の 1名と私が企画部 |こ 要請

した結果、こどもの国が完成したらここに保管、

展示するということで県で購入していただ<
こととなつた。県が購入するためには額を決め

るための評価をしなければならな<、 そのため

のリスト作り作業が大変であつた。コンピユー

タのない0守代すべて手書き、少人数で行つたた

め、2年近<かかつたように記憶している。

こどもの国が完成するまでの間、標本を保管

トリバネチ ョウの仲間

ウスバシロチ ョウの仲間

する場所が課題であつたが、昆虫を研究してい

る職員もいる浜北にある県林業技術センター

一，

Ｗ

一ハ
　
・、、鷹

一
一

一れ

薔

慕

蝶の標本箱は標本タンスに整理されています
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にお願いずることとなつた。その後、こどもの

国の計画が見直され、昆虫標本などを保管し展

示するスベースこれな<な つたことから保管

は現在に至るまで、約 13年間林業技術センタ

ーにお願いしてきた。

県の自然学習資料保存事業が軌道に乗り、保

管場所も三島から清水へ移動してスペースも

狭いながらも確保できたこと、林業技術センタ

ーも業務の傍ら管理していただ<のには何か

と限度があること、また自然学習資料としてす

でに受け入れた標本と一体的に扱えば、学術的

資料としてまた展示の材料として役に立て易

いことなどから移動を希望していたところで

ある。

このたび関係する部局の方々のお骨折 りに

より清水に移動することが決まり、さろ 7月 25

日に移動を終えた。この標本は 8月 21日 から 1

週間 NPO静岡県自然史博物館ネツトワークが

開催した「ミニ博物館」展の展示にさつそ<活
用することがきた。

この標本の評価はずでに終了しているが、今

後、他の評価済みの昆虫標本と同様、受け入れ

ラベルの作成、データベースヘの入力を行つて

い<予定である。

自然観察会のお知らせ

紅葉の静岡市繭ヶ島害倍峠

自然観察会のお知らせ

梅ケ島から安倍峠への林道は、長い間通行止めでしたがやつと通れるようになりました。安倍峠

から流れるサカサ川を歩きながら、オオイタヤメイゲツなど、初冬の紅葉を楽しみましよう。どう

ぞ、ご家族で参加して<ださい。

日 0寺 :平成 18年 41月 5日 (日 )

集合場所

会 費

持ち物

雨 天

講 師

申込み

帯も)、

ださい。

10月 25日 までに事務局または、辻事務所まで、氏名、住所、電話番号 (あれば携

:」 R静岡駅南□ (ル ノアールの像前)8:00 自家用車分乗で行きます。時間厳守

大人 2,000円 小学生以下 1,000円

水筒、弁当 (途中調達可)、 歩きやすい靴、雨具、観察用具 (双眼鏡など)

中止

植物 杉野、野鳥、哺乳類 三宅など

集合場所 (静岡が富士)を明記の上、葉書、フアツクス、又はメールにて申し込み<
資料保存室 電話、Fa× 0543672111 メール (bureau@spm∩ h」 p)

掛川化石掘集会のお知らせ

地団研静岡支部・NPO自然博ネツト共催

今から約 200万年前の掛川の海の地層を観察し、そこに

含まれる貝化石を採集しよう !

日 0寺 :10「∃8日 (日 )90守 40分

(終 了予定 15時ごろ)

集 合 :天竜浜名湖鉄道 はらのや駅

時亥」表 :掛川駅 8:49発 ―はらのや駅 9:03着
掛川駅 9:21発 ―はらのや駅 9:37着

持ち物 :お弁当、水筒、雨具、化石採集の道具 (ハ

ンマー、タガネ)など

お問い合わせ :0543(67)2111 横山まで

r`
■      ,

it.
1_メ

くの露
」
近駅の や

13

「
無 I


